キョウハクセイ ショウガイ オ ヘイソン シタ セッショク カンジャ ノ リンショウ トクチョウ by 中島, 豪紀
 
 
氏     名   中島 豪紀 
学 位 の 種 類   博士（ 医学 ） 
学 位 記 番 号   第 5767 号  
学位授与年月日   平成 24年 3月 23日  
学位授与の要件   学位規則第 4条第 1項該当者  
学 位 論 文 名    強迫性障害を併存した摂食障害患者の臨床特徴 
論文審査委員   主 査  切池 信夫 教授     副 査  新宅 治夫 教授  
          副 査  竹内 一秀 教授 
 
 
論 文 内 容 の 要 旨 
 
【目的】 
摂食障害患者を対象に、強迫性障害(Obsessive Compulsive Disorder, 以下 OCD)併存の有無と,臨床
特徴との関連について検討した。 
【対象】 
対象は 1999年 4月から 2007年 4月までに大阪市立大学医学部附属病院神経精神科外来を受診した女
性患者のうち、神経性食思不振症か神経性過食症と診断された 279 例である。 
【方法】 
診断は Diagnostic and Statistical Manual of Mental Disorders, Fourth Edition, Text Revision 
(DSM-IV-TR) の診断基準に従った。全例に Structured Clinical Interview (SCID)-I, II,および 
Global Assessment of Functioning (GAF) Scale の得点、自殺未遂、自傷行為、万引き、性的乱脈
についての半構造化面接を行い、摂食障害患者を OCD 併存の有無により 2分し、その臨床特徴を比較
した。統計には SPSS統計パッケージ 19.0 (Chicago, IL)を用い、平均値の比較には t検定を、名義
尺度については Fisher’s exact test または χ2検定をおこない、5%を有意水準とした。次に OCD
の生涯診断を従属変数として、各種の臨床背景や併存症を独立変数として変数選択を行い、ロジステ
ィック回帰分析を行った。 
【結果】 
対象者 279 例中 23 例(8.2%)が OCD の生涯診断を有していた。OCD 併存群と OCD 非併存群を比較する
と、OCD 併存群が社会機能を示す GAF 得点が有意に低く、大うつ病性障害、気分変調性障害、広場恐
怖、社交不安障害の生涯診断が有意に多かった。OCD 併存群の方が自殺未遂は有意に多く、パーソナ
リティ障害の併存については 2 群間で有意な差を認めなかった。OCD併存群の 96%が大うつ病性障害
か気分変調性障害のいずれかの生涯診断を有していた。ロジスティック回帰分析で OCD の生涯診断の
有無と関連していたのは大うつ病性障害、気分変調性障害、社会機能の低さであった. 
【結論】 
摂食障害患者が強迫性障害を併存すると、大うつ病性障害もしくは気分変調性障害を併存しやすく、
社会機能が低下していた。したがって、摂食障害患者の治療戦略をたてる上で強迫性障害の併存を診
断することは重要であると考えられた。 
 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
神経性食思不振症や神経性過食症などの摂食障害は、大うつ病性障害や不安障害などを高率に併存
して、臨床像を複雑にして、かつ治療を難しくしている。摂食障害患者は病前性格としての強迫性が
指摘されており、強迫性障害(Obsessive Compulsive Disorder, 以下 OCD)の併存も高率である。そ
こで本研究では、摂食障害患者を対象に、OCD併存の有無と、臨床特徴との関連について検討した。 
対象は 1999年 4月から 2007年 4月までに大阪市立大学医学部附属病院神経精神科外来を受診した
女性患者のうち、神経性食思不振症か神経性過食症と診断された 279例である。全例に半構造化面接
である Structured Clinical Interview (SCID)-I, II,を施行し、自殺未遂、自傷行為、万引き、性
的乱脈についても半構造化面接により情報を得た。そして摂食障害患者を OCD 併存の有無により 2
分し、その臨床諸特徴を比較した。 
対象者 279例中 23例 (8.2%) が OCDの生涯診断を有し（ＯＣＤ併存群）、他の 256 例は有していな
かった（OCD 非併存群）。両群を比較すると、OCD併存群の方が調査時の社会機能を示す GAF（Global 
Assessment of Functioning）得点が有意に低く、大うつ病性障害、気分変調性障害、広場恐怖、社
交不安障害の生涯診断、自殺未遂が有意に多かった。さらに OCD併存群の 96%が大うつ病性障害か気
分変調性障害のいずれかの生涯診断を有していた。ロジスティック回帰分析で OCD の生涯診断と関連
していたのは大うつ病性障害、気分変調性障害、社会機能の低さであった. 
これらの結果より、摂食障害患者が強迫性障害を併存すると、大うつ病性障害もしくは気分変調性
障害を併存しやすく、社会機能が低下していることが示唆された。したがって、摂食障害患者の治療
戦略をたてる上で強迫性障害の併存を診断することは重要であると考えられた。 
以上の研究結果は、摂食障害患者に強迫性障害を併存した場合、さらにうつ病名などを併存しやす
くなり、社会機能の低下を招くことを示したものであり、今後、摂食障害の病態の理解に寄与する点
は少なくないものと考えられた。よって本研究者は博士（医学）の学位を授与されるに値するものと
判定された。 
